
２
月
ま
で
に
「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」
の
利

用
登
録
を
し
た
方
は
、
更
新
手
続

き
が
必
要
で
す
。
新
１
年
生
に
進

級
す
る
児
童
は
、
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト

ス
テ
イ
の
新
規
登
録
の
対
象
で

す
。

▼
４
月
30
日
–
ま
で
の
、
月
〜
土

曜
日
の
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
６

時
30
分
に
、
fl
保
険
証
・
‡
乳
幼

児
医
療
証
・
·
母
子
手
帳
・
‚
写

真
（
保
護
者
・
子
ど
も
）
を
持
参

し
、
の
び
の
び
ひ
ろ
ば
事
務
所
へ

申
し
込
む
。

∞
同
ひ
ろ
ば
ò
40
―
５
９
２
５

※
フ
ァ
ミ
リ
U
・
サ
ポ
U
ト
・

セ
ン
タ
U
事
業
を
継
続
し
て
利
用

さ
れ
る
方
は
、
会
員
有
効
期
限
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
フ
ァ
ミ
リ
U
・
サ
ポ
U
ト
・
セ

ン
タ
U
（
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
U
の
び
の
び
ひ
ろ
ば
内
）
ò
76

―
６
８
１
７
へ
。

fl
一
時
保
育

対
象
は
生
後
３
カ

月
〜
小
学
校
就
学
前
の
児
童
。
保

護
者
が
一
時
的
に
保
育
で
き
な
い

と
き
に
、
時
間
単
位
（
午
前
８
時

〜
午
後
10
時
）
で
保
育
を
行
い
ま

す
。

‡
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ

対
象

▽
３
月
13
日
—
午
後
１
時
30
分
〜

４
時
、
三
鷹
産
業
プ
ラ
ザ
で
。
講

師
は
ツ
ア
U
企
画
専
門
家
の
北
条

登
さ
ん
。画
像
を
紹
介
し
な
が
ら
、

特
に
感
銘
深
か
っ
た
都
市
を
ご
自

身
の
体
験
と
エ
ピ
ソ
U
ド
を
交
え

て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ロ

ン
グ
ス
テ
イ
や
海
外
の
老
人
ホ
U

ム
、
旅
行
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
賢
い

見
分
け
方
な
ど
、
旅
行
が
も
っ
と

楽
し
く
な
る
情
報
が
盛
り
だ
く
さ

ん
。
講
演
会
終
了
後
、
交
流
会

（
お
菓
子
代
300
円
）
あ
り
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
先
着
100

人
。∞

い
き
い
き
プ
ラ
ス
事
務
局

（
火
・
木
曜
日
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
）
ò
70
―
５
７
５
３
・
¿
70

―
５
７
５
４
・
Ｅ
メ
U
ル:plac

e@
m
itaka.ne.jp

・
高
齢
者
支

援
室
ò
内
線
２
６
２
７

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
主
催
。

対
象
は
お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
み
な
さ
ん
。
神
代
植
物
公

園
で
桜
の
木
々
の
下
を
散
策
後
、

深
大
寺
そ
ば
で
昼
食
を
。

▽
４
月
２
日
–
午
前
10
時
30
分
、

神
代
植
物
公
園
正
門
前
集
合
。
入

園
料
・
食
事
代
実
費
。

▼
３
月
８
日
Ã
午
前
９
時
か
ら
、

こ
も
れ
び
事
務
局
ò
42
―
４
４
６

９
へ
申
し
込
む
。
先
着
10
人
。

◆
こ
も
れ
び
電
話
相
談
（
毎
週
水

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

ò
42
―
４
４
７
１

毎
日
の
生
活
の
中
で
お
困
り
の

こ
と
、
家
族
だ
け
で
は
解
決
出
来

な
い
こ
と
な
ど
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ヘ
ル
パ
U
さ
ん
か
ら

の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

東
京
都
武
蔵
野
高
年
齢
者
就
業

相
談
所
が
３
月
26
日
–
を
も
っ
て

廃
止
さ
れ
ま
す
。
近
隣
の
窓
口
は

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
東
京
都
国
分
寺
高
年
齢
者
就
業

相
談
所

国
分
寺
市
南
町
３
―
22

―
10
国
分
寺
労
政
事
務
所
２
階
ò

042
―
324
―
４
９
６
１

◆
東
京
都
荻
窪
高
年
齢
者
就
業
相

談
所

杉
並
区
荻
窪
５
―
27
―
８

第
一
荻
窪
ビ
ル
４
階
ò
03
―
３
３

９
１
―
０
９
９
１

◆
東
京
都
高
年
齢
者
就
業
セ
ン
タ

U

千
代
田
区
飯
田
橋
３
―
10
―

３
シ
ニ
ア
ワ
U
ク
東
京
１
階
ò
03

―
５
２
１
１
―
２
３
３
５

応
募
者
多
数
の
老
人
レ
ジ
ャ
U

農
園
の
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。

▽
上
連
雀
７
丁
目
第
１
老
人
レ
ジ

ャ
U
農
園
（
１
年
間
の
使
用
区
画

は
除
く
）
＝
３
月
10
日
Œ
午
前
10

時
か
ら
、
新
川
第
２
老
人
レ
ジ
ャ

U
農
園
＝
午
前
11
時
か
ら
、
新
川

老
人
レ
ジ
ャ
U
農
園
＝
午
後
１
時

か
ら
、
い
ず
れ
も
福
祉
会
館
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
社
会
福
祉
協
議
会
ò
46
―
１

１
０
８

は
小
学
生
。
保
護
者
が
一
時
的
に

保
育
で
き
な
い
と
き
に
、
時
間
単

位
（
午
後
１
時
〜
10
時
、
学
校
が

休
み
の
日
は
午
前
８
時
か
ら
）
で

一
時
保
育
を
行
い
ま
す
。

▼
fl
‡
と
も
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
く
わ
し
く
は
同
ひ
ろ
ば
ò
40

―
５
９
２
５
へ
。

·
フ
ァ
ミ
リ
U
・
サ
ポ
U
ト
・
セ

ン
タ
U
事
業
　
子
育
て
の
援
助
を

受
け
た
い
人
と
援
助
で
き
る
人
の

紹
介
・
調
整
を
行
い
ま
す
。
（
有

料
）。

▼
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
く
わ

し
く
は
フ
ァ
ミ
リ
U

・
サ
ポ
U

ト
・
セ
ン
タ
U
（
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
U

の
び
の
び
ひ
ろ
ば

内
）
ò
76
―
６
８
１
７
へ
。

‚
病
後
児
保
育

病
気
の
回
復
期

の
乳
幼
児
（
生
後
４
カ
月
〜
就
学

前
児
）
を
市
が
委
託
し
た
医
療
機

関
で
お
預
か
り
し
ま
す
。

▼
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
く
わ

し
く
は
あ
き
や
ま
子
ど
も
ク
リ
ニ

ッ
ク
ò
47
―
３
５
１
０
へ
。

介
護
保
険
制
度
に
よ
る
通
所
介

護
を
実
施
し
て
い
る
弘
済
ケ
ア
セ

ン
タ
U
で
、
同
セ
ン
タ
U
を
利
用

し
て
い
る
高
齢
者
・
障
害
者
に
よ

る
グ
ル
U
プ
「
希
望
座
」
に
よ
る

人
形
劇
を
上
演
し
ま
す
。

鬼
退
治
な
ら
ぬ
ゴ
ミ
退
治
を
題

材
に
シ
ナ
リ
オ
、
人
形
、
背
景
な

ど
全
て
自
分
た
ち
で
作
り
ま
し

た
。気
楽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▽
３
月
19
日
–
午
後
１
時
30
分
開

演
、
弘
済
ケ
ア
セ
ン
タ
U
内
ホ
U

ル
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
弘
済
ケ
ア
セ
ン
タ
U
ò
43
―

８
１
２
２

適
切
な
食
事
量
と
栄
養
バ
ラ
ン

ス
を
お
弁
当
箱
で
考
え
ま
し
ょ

う
。
む
し
歯
予
防
と
か
む
効
果
の

お
話
も
。

▽
３
月
18
日
œ
午
前
10
時
〜
正

午
、
西
児
童
館
で
。
対
象
は
３
〜

４
歳
児
と
保
護
者
。
先
着
30
組
。

お
弁
当
箱
（
容
量
が
450
C
L
く
ら

い
の
も
の
）
、
お
箸
ま
た
は
フ
ォ

U
ク
、
直
径
15
〜
18
B
く
ら
い
の

お
皿
１
枚
（
紙
皿
Ｏ
Ｋ
）
、
麦
茶

持
参
。

▼
３
月
８
日
Ã
午
前
10
時
か
ら
、

西
児
童
館
ò
31
―
６
０
３
９
へ
直

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む
。

都
で
は
４
月
１
日
œ
か
ら
、
多

摩
地
域
の
保
健
所
を
12
か
ら
７
に

再
編
し
、
地
域
保
健
の
広
域
的
、

専
門
的
お
よ
び
技
術
的
拠
点
と
し

て
整
備
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

現
在
の
三
鷹
武
蔵
野
保
健
所
、
府

中
小
金
井
保
健
所
お
よ
び
狛
江
調

布
保
健
所
が
再
編
統
合
さ
れ
、
東

京
都
多
摩
府
中
保
健
所
と
な
り
ま

す
。
市
で
は
武
蔵
野
市
と
も
協
力

し
て
、
市
民
の
利
便
性
を
考
え
、

分
室
的
機
能
を
残
す
よ
う
に
都
と

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、
次

の
よ
う
に
決
ま
り
ま
し
た
。

三
鷹
武
蔵
野
保
健
所
で
は
、
引

き
続
き
４
月
１
日
か
ら
、
東
京
都

多
摩
府
中
保
健
所
武
蔵
野
庁
舎

（
通
称
名
＝
多
摩
府
中
保
健
所
武

蔵
野
三
鷹
地
域
セ
ン
タ
U
）
と
し

て
、
次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

◆
環
境
衛
生

理
容
所
・
美
容

所
・
ク
リ
U
ニ
ン
グ
所
の
各
種
届

出
の
受
付
、
特
定
建
築
物
・
特
定

小
規
模
貯
水
槽
水
道
な
ど
の
届

出
・
報
告
の
受
付
、
環
境
衛
生
に

関
す
る
相
談
・
指
導

◆
食
品
衛
生

飲
食
店
・
食
料
品

店
・
食
品
製
造
業
な
ど
の
許
可
申

請
受
付
、
調
理
師
・
製
菓
衛
生
師

の
免
許
申
請
受
付
、
食
品
衛
生
に

関
す
る
相
談
・
指
導

◆
医
療
費
助
成

未
熟
児
療
育
医

療
、
身
体
障
害
児
育
成
医
療
、
小

児
慢
性
疾
患
、
難
病
等
医
療
、
大

気
汚
染
健
康
障
害
者
医
療
、
原
子

爆
弾
被
爆
者
医
療
の
申
請
受
付

◆
健
診
お
よ
び
相
談
（
全
て
予
約

が
必
要
）

専
門
医
精
神
相
談
、

保
健
師
専
門
相
談
、
健
診
事
業

（
結
核
検
診
、
障
害
者
施
設
健
診
、

障
害
者
歯
科
検
診
）

※
そ
れ
以
外
の
業
務
に
つ
い
て

は
、
東
京
都
多
摩
府
中
保
健
所
で

行
い
ま
す
。

∞
多
摩
府
中
保
健
所
武
蔵
野
三

鷹
地
域
セ
ン
タ
U
（
武
蔵
野
市
西

久
保
３
―
１
―
22
ò
54
―
２
２
０

９
〈
変
更
に
な
り
ま
し
た
〉
¿
56

―
０
９
１
１
）
・
東
京
都
多
摩
府

中
保
健
所
（
府
中
市
宮
西
町
１
―

26
―
１
東
京
都
府
中
合
同
庁
舎
内

ò
０
４
２
―
３
６
２
―
２
３
３

４
・
¿
０
４
２
―
３
６
０
―
２
１

４
４
）

▽
３
月
25
日
œ
午
後
１
時
〜
４

時
、総
合
保
健
セ
ン
タ
U
別
館
で
。

◆
業
務
内
容

①
環
境
・
食
品
衛

生
の
相
談
受
付
、
②
食
品
関
係
営

業
許
可
の
申
請
お
よ
び
変
更
届
な

ど
の
受
付
、
③
環
境
衛
生
関
係
営

業
許
可
の
申
請
お
よ
び
変
更
届
な

ど
の
受
付
、
④
受
水
タ
ン
ク
を
も

つ
水
道
水
、
井
戸
水
、
プ
U
ル
水

の
水
質
検
査
容
器
の
無
料
配
布

（
検
査
の
受
付
は
別
途
保
健
所
で

行
い
ま
す
。
飲
用
適
否
の
検
査
料

は
１
万
３
千
700
円
。
プ
U
ル
水
は

項
目
別
料
金
）

◎
次
回
は
４
月
22
日
œ
で
す
。

∞
三
鷹
武
蔵
野
保
健
所
生
活
衛

生
課
ò
54
―
２
１
６
１

三
鷹
市
シ
ル
バ
U
人
材
セ
ン
タ

U
・
三
鷹
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

主
催
。
高
齢
社
会
が
急
速
に
進
む

中
、
痴
呆
の
初
期
段
階
か
ら
の
ケ

ア
サ
ポ
U
ト
が
必
要
で
す
。
対
象

は
在
勤
・
在
学
を
含
む
市
民
。

▽
３
月
30
日
Õ
午
後
３
時
〜
４
時

30
分
、
三
鷹
市
公
会
堂
で
。
講
師

は
東
北
福
祉
大
学
教
授
の
加
藤
伸

司
さ
ん
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
三
鷹
市
シ
ル
バ
U
人
材
セ
ン

タ
U
ò
内
線
３
５
３
８
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■
３
月
の
環
境
・
食
品
衛
生

出
張
窓
口

虫
歯
や
歯
周
病
も
生
活
習
慣

病
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
常

生
活
で
、
過
労
、
睡
眠
不
足
、

運
動
不
足
、
暴
飲
暴
食
な
ど
が

長
期
に
わ
た
っ
て
習
慣
化
す
る

と
健
康
を
害
す
る
危
険
因
子

（
リ
ス
ク
フ
ァ
ク
タ
U

）
と
な

り
ま
す
。
不
健
全
な
生
活
習
慣

を
改
善
す
る
こ
と
で
、
生
活
習

慣
病
を
改
善
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

虫
歯
や
歯
周
病
の
最
も
大
き

な
原
因
は
、
プ
ラ
U
ク
（
歯
垢
）

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
が
生
き
て
い
く
た

め
に
は
物
を
食
べ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
食
後
の
食
べ
か
す

が
口
の
中
で
腐
敗
を
し
て
、
バ

イ
菌
が
繁
殖
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
虫
歯
や
歯
周
病
が
起
こ
り
ま

す
。
口
の
中
は
温
度
が
36
度
も

あ
っ
て
、湿
度
も
高
い
た
め
に
、

非
常
に
食
べ
か
す
が
腐
敗
し
や

す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
食
事
の
あ
と
、
汚
れ
た
歯

を
そ
の
ま
ま
に
し
な
い
で
よ
く

歯
を
磨
い
て
ほ
し
い
の
で
す
。
汚

れ
た
食
器
を
洗
っ
て
き
れ
い
に
す

る
よ
う
に
、
汚
れ
た
歯
も
歯
ブ
ラ

シ
で
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
（
生

ゴ
ミ
は
置
い
て
お
く
と
腐
り
ま

す
、
臭
い
ま
す
）。

汚
れ
が
た
ま
れ
ば
た
ま
る
ほ
ど

時
間
も
か
か
る
し
、
手
入
れ
が
大

変
に
な
り
ま
す
。
間
食
を
し
、
の

べ
つ
幕
な
し
に
歯
の
汚
れ
が
付
く

よ
う
な
食
習
慣
や
、
朝
磨
い
た
き

り
、
歯
の
手
入
れ
を
し
な
い
よ
う

な
生
活
習
慣
で
は
、
歯
や
歯
肉
を

長
持
ち
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
食
習
慣
や
生
活
習
慣
の
改
善

を
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
虫
歯
や
歯
周
病
は
、
文

明
病
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人

が
火
を
使
い
、
食
物
を
調
理
し
、

軟
ら
か
い
食
物
を
食
べ
る
よ
う
に

な
り
、
砂
糖
を
使
う
こ
と
に
よ
っ

て
プ
ラ
U
ク
が
付
き
や
す
い
口
腔

環
境
を
作
っ
た
の
で
す
。
木
の
芽

や
皮
、
葉
っ
ぱ
な
ど
の
自
然
食
を

食
べ
て
い
る
野
生
の
サ
ル
の
口
の

中
を
見
る
と
、
歯
は
か
な
り
す
り

減
っ
て
い
ま
す
が
、
歯
周
病
は
ほ

と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、

ペ
ッ
ト
と
し
て
飼
わ
れ
、
ソ
フ
ト

フ
U
ド
を
食
べ
て
い
る
サ
ル
の
歯

に
は
プ
ラ
U
ク
や
歯
石
が
た
く
さ

ん
付
い
て
お
り
、
歯
肉
に
は
炎
症

が
見
ら
れ
、
口
臭
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
イ
ヌ
や
ネ
コ
を
飼
っ
て
い

る
方
は
、
同
じ
よ
う
な
症
状
を
ご

ら
ん
に
な
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。

古
代
人
が
食
べ
て
い
た
の
と
同

じ
内
容
の
食
事
を
作
り
、
現
代
人

が
食
べ
る
と
、
硬
く
て
た
く
さ
ん

噛
ま
な
く
て
は
飲
み
込
め
ま
せ
ん

の
で
、
時
間
が
か
か
っ
た
り
、
顎

が
痛
く
な
っ
た
と
い
う
デ
U
タ

が
あ
り
ま
す
。
反
面
、
現
代
食

は
、
あ
ま
り
噛
ま
な
く
て
も
簡

単
に
飲
み
込
め
ま
す
の
で
、
食

事
の
時
間
は
短
く
て
済
む
の
が

特
徴
で
す
。

し
か
し
、
物
を
噛
む
と
い
う

機
能
面
か
ら
み
る
と
歯
や
歯
周

組
織
に
加
わ
る
力
が
少
な
く
な

っ
て
、
抵
抗
力
が
落
ち
た
り
、

顎
の
発
育
が
悪
く
な
る
こ
と
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
唾
液

の
分
泌
も
減
り
、
口
の
自
浄
作

用
も
減
る
の
で
、
虫
歯
や
歯
周

病
が
増
え
る
原
因
に
も
な
る
の

で
す
。
間
食
に
砂
糖
の
入
っ
た

お
菓
子
を
食
べ
る
と
、
プ
ラ
U

ク
量
が
増
え
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
虫
歯
や
歯
周

病
は
食
事
の
内
容
（
質
）
や
食

習
慣
の
影
響
を
強
く
受
け
る
生

活
習
慣
病
と
い
っ
て
い
い
で
し

ょ
う
。

（
三
鷹
市
歯
科
医
師
会
）

「
健
康
と
生
活
習
慣
病
」

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

「
一
時
保
育
」

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
」

の
登
録
は
、毎
年
更
新
が
必
要
で
す

高
齢
者
社
会
活
動
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
講
演
会
「
旅
の
効
用
と

楽
し
み
方
」
パ
ー
ト
†

弘
済
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

利
用
者
に
よ
る
人
形
劇

「
平
成
の
桃
太
郎
」

こ
も
れ
び
・
ほ
っ
と
・
サ
ー
ク
ル

「
神
代
植
物
公
園
散
策

と
昼
食
の
会
」

高
年
齢
者
就
業
相
談
所

廃
止
の
お
知
ら
せ

老
人
レ
ジ
ャ
ー
農
園
の

抽
選
会

幼
児
食
講
習
会

４
月
１
日
œ

東
京
都
多
摩
府
中

保
健
所
が
発
足

講
演
会「
痴
呆
の
予
備
と

痴
呆
性
高
齢
者
へ
の

携
わ
り
方
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
礎
講
座
‡

フ
ェ
ル
ト
で
簡
単
手
作
り

「
む
い
て
遊
べ
る
バ
ナ
ナ
」

（
敬
称
略
）

◇
４
万
３
千
40
円
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
U

ナ
U
福
祉
シ
ョ
ッ
プ
利
用
者
一
同
　
◇
１

千
894
円
　
ふ
れ
あ
い
秋
ま
つ
り
ゲ
U
ム
コ

U
ナ
U
募
金
箱
　
◇
８
万
円
　
永
島
セ
ツ

◇
７
千
766
円
　
四
ツ
葉
と
き
わ
ク
ラ
ブ
　

◇
１
万
２
千
860
円
　
社
団
法
人
三
鷹
市
医

師
会
　
◇
４
千
390
円
　
キ
ャ
ノ
ン
フ
ァ
イ

ン
テ
ッ
ク
X

三
鷹
事
業
所
　
◇
669
円
　
く

ぬ
ぎ
会
　
◇
１
千
392
円
　
明
寿
会
　
◇
640

円
　
中
原
三
葉
会
　
◇
２
千
149
円
　
深
明

会
　
◇
１
千
81
円
　
中
島
富
之
　
◇
582
円

連
雀
ク
ラ
ブ
　
◇
１
千
101
円
　
明
友
会

◇
699
円
　
高
砂
会
　
◇
１
千
877
円
　
四
ツ

葉
と
き
わ
ク
ラ
ブ
　
◇
３
千
816
円
　
新
川

中
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U
　
◇
207
円

友
和
と
き
わ
会
　
◇
300
円
　
友
和
と
き
わ

会
　
◇
３
千
90
円
　
匿
名
（
１
件
）

◇
５
万
４
千
900
円
　
リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工

房
　
◇
３
万
円
　
の
崎
Ｈ
・
Ｙ
　
◇
10
万

円
　
X

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
U
タ
社
保
Ｂ
Ｕ
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
U
実
行
委
員
会
　
◇
10
万
円
　

金
子
夏
子
　
◇
２
万
円
　
東
京
都
自
転
車

商
協
同
組
合
三
鷹
支
部
　
◇
１
万
円
　
大

沢
六
三
会
　
◇
３
千
円
　
一
市
民
　
◇
30

万
円
　
井
口
院
　
◇
５
万
円
　
井
口
院
不

動
講
　
◇
30
万
円
　
三
鷹
不
動
尊
　
◇
３

千
円
　
村
澤
君
子
　
◇
２
千
円
　
吉
野
壽

夫
　
◇
３
万
円
　
井
口
地
区
福
祉
協
力
員

一
同
　
◇
５
万
２
千
円
　
リ
サ
イ
ク
ル
市

民
工
房
　
◇
９
千
円
　
東
京
ス
バ
ル
武
蔵

野
店
　
◇
10
万
６
千
500
円
　
匿
名（
５
件
）

■
一
般
寄
付

■
愛
の
一
円
玉
募
金

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金

■
市
へ
の
寄
付
（
文
化
振
興
の
た
め
に
）

◇
１
万
円
　
ア
ン
リ
ミ
テ
ッ
ド
会
長
　
岡

本
る
み
子

警
視
庁
少
年
育
成
課
主
催
。

少
年
の
家
出
や
非
行
問
題
な
ど
子

ど
も
の
こ
と
で
お
悩
み
の
方
に
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

【
相
談
場
所
】

平
日
の
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、
警
視

庁
少
年
育
成
課
立
川
少
年
セ
ン
タ

U
ò
042
―
522
―
６
９
３
８
で
。

◆
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
コ
U
ナ
U
】

03
―
３
５
８
０
―
４
９
７
０
、
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
）。

∞
警
視
庁
少
年
育
成
課
ò
03
―

３
５
９
２
―
１
６
４
０

家
出
人
・
少
年
相
談

ご利用ください

市の子育て
支援サービス

三
鷹
市
社
会
福
祉
協
議
会
・
て

の
ひ
ら
会
主
催
。

▽
３
月
18
・
25
日
の
い
ず
れ
も
木

曜
日
（
全
２
回
）
午
後
２
時
〜
４

時
、
み
た
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
U
で
。
材
料
費
200
円
。
針
・
は

さ
み
・
筆
記
用
具
持
参
。

▼
３
月
17
日
Œ
ま
で
に
、氏
名
・
住

所
・
電
話
番
号
を
同
セ
ン
タ
U
へ

直
接
ま
た
は
ò
76
―
１
２
７
１
、

Ｅ
メ
U
ル：m

itakavc@
parkcity.

ne.jp

で
申
し
込
む
。
先
着
24
人
。


